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Abstract
Ahistorical　study　of　the　grammar　and　lexicon　of　the　Chinese　language
syntactic　and　semantic　research　on　potentia1
complements　in《SHUIHU》
MORIYA　Hironori
　　　　This　paper　clarifies　the　syntactic　and　semantic　usage　of　potential　complements　as　found　in
Chinese《SHUIHU》．　To　ullderstand　Chinese　linguistics，　it　is　not　enough　to　study　modern　Chinese　but
one　needs　to　investigate　two　areas：（1）historical　linguistic　change　and（2）dialect　challge．　This　paper
looks　at　potential　complements　from　the　viewpoint　of　historical　linguistic　change．　In　regard　to　modern
Chinese　potential　complements，　the　following　usage　points　are　known：＜V　de　C＞and〈V伽C＞are　the
most　common　and　basic　types　and　in　these　cases．Cis　a　special　transitive　verb　or　adjective；〈V　ber　C＞
are　preferred　to＜V　d6　C＞；〈V｛de　C＞are　most　often　used　in　illterrogatives　and　rhetorical　questions；the
1毎oof〈V　de　liao＞and〈V∂％」毎o＞are　not　in　the　perfect　aspect；〈V∂％4のusually　is　a　prohibition．　In
this　paper　I　show　that　the　potential　complements　found　in《SHUIHU》act　differently　from　those　of
modem　Chinese　in　the　following　ways：in《SHUIHU》，　potential　complements　are　used　more　often　in
af且rmative　state耳nents，　rhetorical　questions　and　regular　questions；in　such　cases，　they　are　often
modi且ed　by　specia正adverbs；＜V　bu　dのusually　mean　an　impossibility；〈V　de　lino＞and〈Vう％1勿＞are
very　rare　in　the　text　and　their　syntactic　diffbrentiation　needs　further　study；in　cases　where　potential
complements　take　an　object　the　position　of　the　potential　complement　becomes　complicated　alld　de－
pends　on　the　nature　of　the　object　meaning；this　complement　shift　that　is　dependent　on　the　semantic
meaning　of　the　object　needs　further　stlldy；the　samples　from　the　text　where　C　is　an　adjective　are　quite
limited　and　more　study　is　needed　to　determine．　the　nuances　of　their　usage．
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《個人研究》
　　中国語文法・語彙の歴史的研究
『水濤』中の可能補語の統語論的・意味論的考察
守　屋　宏　則
0．前言
　現代中国語の可能補語と呼ばれる言語形式は大きく3種類に下位分類される。一つは“V得C／V
不C”の形で，Cの部分が動詞・形容詞であるもの，もう一つは“V得了／V不了”の形のもの，さ
らにもう一つは“V得／V不得”の形になっているものである。また，可能補語は肯定形に比して否
定形の使用頻度が圧倒的に多く，肯定形の多くは疑問文や反語文に用いられるとされる。また，“V
不得”の形は不可能というよりもむしろ禁止を表すことが多いという指摘もある。しかし，現代中国
語でも方言によっては以上の特徴と異なるものもあるし，少し歴史的に遡ればまた異なる特徴を見出
すことができる。可能補語のタテ方向の変化，ヨコ方向の変化を明らかにする上で，近世白話中国語
における可能補語の状況を解明することは重要な作業の一つである。小稿では『水濤』中の可能補語
の用例を詳細に検討し，本課題研究の基礎資料の充実をはかりたい。
1．用例分析
　以下，『水濫』中の可能補語の用例を取り上げ，統語論的な観点と意味論的な観点から分析と考察
を加え，その特質を明らかにしてゆく。使用したテキストは『容與堂本水潜』である。なお用例の漢
字の字形については技術上の制約から，影印本のそれと異なるものが多い。
［1］……看看脚酸腿軟正走不動……
　（…もう足がくたくたになって動けなくなり…）
　“走不動”は現代語と同じ形・意味で用いられているが，副詞“正”の修飾を受けている点が興味
　深い。
［2］大尉方縷爬得起来説道……
　（大尉はようやく這い起きることができて言った）
　複合方向補語“起来”がCの位置にある。このような例は『水潜』においては多くない。またこ
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　の例は肯定形であるが，副詞“方縷”の修飾を受けている点に注意したい。
［3コ若山上尋不見天師下去和他別有話説
　（もし山で天師に会えなかったら降りてから目にもの見せてくれよう）
　“尋不見”のCのは現代語の結果補語の“見”と同じ用法である。
［4］真人三回五次稟説此殿開不得
　（真人は繰り返し言上した。この社殿は開けることができません）
　この“開不得”は意味的には不可能とも禁止とも解釈できる。
［5］半日方縷掘得起又掘下去……
　（半日がかりでようやく掘り起こすことができ，さらに掘り進めて…）
　［2］と同様，肯定形で副詞“方縷”の修飾を受けている。
［6］葱生教人請得下来
　（使いをやってお呼びして来ることなどできません）
　肯定形が反語で用いられている。使役構文に用いられていることにも注意したい。
［7］待不収留他又撤不過柳大郎面皮
　（とは言え奴の面倒をみてやらないと，柳大郎の面子をつぶすことはできない）
　以後細かく見てゆくように，r水濤』ではCの位置に“過”が用いられる可能補語が多い。
［8］如今高殿帥新来上任鮎像不着
　（このたび高殿帥様が着任されましたが，あなた様を御検分できませんでした）
　目的語の位置が問題になる用例である。人称代詞“像”が“VO不C”の0の位置にある。また
　Cに“着”が用いられているが，この“着”もr水激』では多用される。
［9コ他若得知須走不脱
　（あいつらに知れたらとても逃げられまい）
　“脱”がCになっている例は多くなく，現代語とも異なる。
［10］高大尉便要差人掌我也牟不着
　（高大尉が追っ手をさしむけて私をとらえようとしてもとらえられないでしょう）
　“着”がCに用いられている。
［11］只是有破綻嵐不得真好漢
　（しかし隙があって，まことの豪傑には勝てない）
　この“V不得”は禁止ではなく，不可能の意味と解釈する。
［12］小人不合属他所管和他争不得
　（それがしはあの方の配下なので逆らうわけにはまいらぬ）
　人称代詞“他”が“VO不得”の0の位置ではなく，介詞“和”によって前置されている。この
　“V不得”も禁止ではなくて不可能と解釈される。
［13］母親説他不得嘔気死了
　（母親は彼が言うことをきかないのを気に病んで死んでしまいました）
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　人称代詞“他”が“VO不得”の0の位置にある。“説他不得”は「彼を説得することができない」
　の意。
［14］史進井太公苦留不住……
　（史進と太公はしきりにひきとめたがひきとめきれず…）
　この“苦留不住”は半ば頃用句化しているが，やはり可能補語の一つであると考える。Cの“住”
　は現代語の結果補語“住”と同じ用法であろう。『水潜』中の“V不住”の形は注意が必要である。
［15］一個村坊過去不得急地敢抵敵官軍
　（たかが村一つ押し通ることができなくてどうして官軍に抗し得よう）
　“過去不得”は禁止ではなく不可能である。“過不去”でないところが興味深い。
［16］却説朱武楊春両個正在塞裏猜疑捉摸不定……
　（二人は山塞でなりゆきを危ぶんでいたがとんと様子がわからず）
　この“捉摸不定”を可能補語と解釈するか，また“定”を動詞とみるか形容詞と見るか，見解の相
　違するところである。
［17］……像如何併得他過
　（…おまえがどうしてやつをまかすことができようそ）
　肯定形が反語で用いられている。人称代詞“他”の位置に注意。次の［18］で併せて分析する。
［18］若救他不得我和弥都休
　（もし彼を救うことができなければ俺もおまえもおしまいだ）
　［17］では肯定形の“得”の後の位置に目的語の人称代詞“他”があり，［18］では否定形の動詞の
　後に目的語の人称代詞“他”があり，同じ人称代詞が目的語になっていても肯定形と否定形でその
　位置が異なっている。
［19］……趨入林子裏来扶他那裏扶得動
　（…林の中へ駆け込んで行って起こそうとしたがどうにも起こせるものではなかった）
　肯定形が反語で用いられている
［20］史進却是個大虫那裏欄當得住
　（史進は名にしおう猛虎，どうにも押しとどめきれない）
　肯定形が反語で用いられている。
［21］父親儒弱和他争執不的…・
　（父親は気が弱くてとてもあの人と争うことはできず…）
　人称代詞“他”が介詞“和”によって前置されている。この“V不的”も禁止ではなく不可能と
　解釈される。
［22］両個三回五次勧得他住
　（二人は何度もいさめてようやく彼を思いとどまらせることができた）
　肯定形が平叙文に用いられている。このような例は多くない。人称代詞“他”の位置に注意。
［23］心頭那一把無明業火火焔騰騰的按納不住……
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　（胸元の無明の業火がめらめらと燃え上がって押さえきれず…）
　この“V不住”は可能補語であると考えられる。
［24］……鄭屠掃不起来……
　（…肉屋の鄭はもがいても起きあがれず…）
　複合方向補語“起来”がCになっている。この例も多くない。
［25］鄭屠當不過討饒
　（肉屋の鄭はたまりかねて許しを乞うた）
　“過”がCに用いられている。
［26］口裏只有出的気没了入的気動旦不得
　（ただ吐く息ばかりで吸う息はなくなり，ぴくりとも動かなかった）
　この“V不得”も禁止ではなく不可能と解釈されるb
［27］州南走到州北捉掌不見
　（町の中をくまなく捜したが捕えられなかった）
　“見”がCに用いられているが，このような動詞との組み合わせは多くなく，現代語の用法との隔
　たりが感じられる。
［28］魯達道原来如此怪員外不得
　（魯達は言った。そういうことでしたか。員外殿のお気持ちはわかります）
　目的語“員外”は人称代詞ではないが“VO不得”の0の位置にある。人を表す名詞の場合，人
　称代詞でなくてもこの位置に来る例が見られる。
［29］衆僧忍笑不住
　（僧侶たちはしのび笑いをこらえきれなかった）
　“V不住”の形ではあるが可能補語かそうでないか判断に迷う例と言える。“V不住”にはこのよ
　うな例が少なくない。
［30］趙員外要回告辞長老留連不住
　（趙員外は長老にいとまごいをし，ひきとめられたがひきとめきれなかった）
　この“V不住”は可能補語と思われる。
［31］……両個禅和子推他起来説道使不得
　（…二人の禅和子は彼をつつき起こして言った。いけないよ）
　この“使不得”はほぼ慣用句化している。不可能というより禁止である。
［32］……只伯師父如何使得動
　（…和尚さんが振り回せないんじやないかと心配です）
　肯定形が反語に用いられている。次の［33］の分析を参照。
［33］……使不得時休怪小人
　（…ふり回せなくてもあっしを責めないでおくんなさい）
　この“使不得”は［31］の“使不得”とは異なる。［32コの“使得動”とほぼ同義で用いられている。
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　従って禁止ではなく不可能である。
［34］店主人道胡乱不得師父別処去吃
　（店の主は言った。とんでもない，どこかよそへ行って飲んでくれ）
　この“胡乱不得”は禁止の意味合いが強いと解釈される。
［35］衆僧都聞不得那臭箇箇道善哉
　（僧侶たちはみなその臭さにたまりかねて口々に善哉と叫んだ）
　この“聞不得”は不可能であろう。
［36］那和尚媒不迭却待下禅床……
　（その和尚はかわしきれず，禅床を降りようとしたが…）
　“迭”がCに用いられており，この例は可能補語と考えられる。“V不迭”の形は，例えは“叫苦
　不迭”のように可能補語とは考えにくいものがあり，注意が必要である。
［37］首座那里禁約得住
　（首座とて手のつけようがなかった）
　肯定形が反語に用いられている。
［38］我這里決然安像不得了
　（私のところではどうしてもそなたをおいてはやれぬ）
　人称代詞“弥”が“VO不得”の0の位置にある。
［39］……貧行了半日遅不上宿頭……
　（…しばらく行過ぎて宿屋も見つからず…）
　この“遅不上”は現代語にも通じる意味用法であろう。
［40］……又和他争執不得只得與他
　（…やつには逆らうこともできず，娘をくれてやるしかしかたありません）
　人称代詞“他”が介詞“和”によって前置されている。この“V不得”は不可能である。
［41］……便是鉄石人也勧得他韓
　（…たとえ鉄や石のような者でも説教して改心させることができる）
　きわめてユニークな可能補語の用例である。Cに“韓”が用いられており，反語でなく肯定形が用
　いられている。人称代詞“他”が“V得OC”の0の位置にあることに注意。
［42］……把柳條便打那馬却鉋不去
　（たとえ柳の枝で打ってもその馬を走らすことはできない）
　単純方向補語の“去”がCになっており，このような例は少ない。
［43］便遅得着時也問他取不成
　（たとえ追いついてもとてもやりこめることはできまい）
　“E得着”は肯定形が仮定句に用いられている。“取不成”のような可能補語はr水k』では非常に
　少ない。
［44］我和伽又敵他不過
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　（俺もあんたもあいつにはかなわない）
　人称代詞“他”が“VO不C”の0の位置にある。
［45］這里衙門又遠便是官軍也禁不的他
　（ここは役所から遠いし，たとえ官軍でもやつを抑えることはできません）
　この例は目的語の人称代詞“他”が“V不的”の後の位置にある。次の例も参照されたい。
［46］長老禁的他椚不得又把長老排告了出去
　（長老は彼らを抑えられないどころか，長老を追い出してしまった）
　“的”と“得”と表記は異なっているが，同じ“禁不的”，“禁不得”である。しかし目的語の人称
　代詞“他”の位置が，［45］では“V不的0”になっているのに対し，［46］では“VO不得”になっ
　ている。
　このような目的語の浮遊は興味深い現象である。
［47］那崔道成闘智深不過……
　（かの崔道成は智深にはとてもかなわず…）
　人名を表す目的語“智深”が“VO不C”の0の位置にある。
［48］……二来走了許多路途三者當不的他両個生カ……
　（…二つには長い道中のあげくなのと，三つには二人の新手にはかなわないのとで…）
　目的語である人を表す名詞句“他両個生力”が“V不的”の後に位置している。次の［49］も参照
　されたい。
［49］智深又闘了＋合闘他両個不過……
　（智深はさらに十合ほどもわたり合ったが，彼ら二人にはかなわず…）
　この例の目的語“他両個”は［48］の目的語“他両個生力”と実質的には同じであるにもかかわら
　ず，一方は“V不的”の後に位置し，一方は“VO不C”の0の位置にある。一種の目的語の浮
　遊現象と考えられる。
［50］……待要回去又敵他不過
　（…取り返しに行ってもやつらにはかなわない）
　目的語の人称代詞“他”が“VO不C”の0の位置にある。
［51］……二乃吃得飽了那精神気力越使得出来
　（…二つにはたっぷり食ったのでますます元気が出て来た）
’肯定形が平叙文に用いられており，また複合方向補語“出来”がCになっている。このような例
　は少なく，意味からすると可能の意味合いは強いとも弱いともとれる。
［52］何不教智深去那里住持倒敢管的下
　（智深をあそこへやったら案外うまくやれるかもしれません）
　肯定形が平叙文に用いられており，方向補語“下”がCになっている。
［53］無千萬斤気力如何抜得起
　（千万斤を挙げる力がなくてはどうにも引き抜くことができない）
263
中国語文法・語彙の歴史的研究一r水濡』中の可能補語の統語論的・意味論的考察
　肯定形が反語に用いられている。
［54］両管腫没水牛大小気力恋使得動
　（両腕に水牛のような力がなくてはどうにも振り回せない）
　肯定形が反語に用いられている。
［55］這個師父端的非凡使的好器械
　この用例は解釈に迷うものである。もし“使的好”を可能補語とみなすことができれば，『水潜』
　においてはきわめて珍しい使用例となる。ここでは判断を控えておきたい。
［56］只要小衙歓喜却顧不得朋友交情
　（若殿のご機嫌をとるためには友のことなどかまっておれない）
　この“V不得”は禁止ではなく，不可能を表している。
［57］……這棒不毒因此走得動旦
　（…棒打ちも軽くて済み，おかげで歩けます）
　“走得動且”という変わった形だが，今は可能補語とはみなさないでおく。
［58］若不依允小人之時林沖便挿側得回来……
　（もしお許しいただけなければ，私はたとえどうにか戻って来られても…）
　肯定形が仮定句に用いられており，複合方向補語“回来”がCになっている。
［59］林沖與張教頭救得起来……
　（林沖と張教頭が助け起こすと…）
　肯定形が平叙文に用いられており，複合方向補語“起来”がCになっている。意味からすると可
　能の意味合いが強いとも弱いともとれる。
［60］半胸方才甦醒也自実不住
　（しばらくして気がついたがなおも泣きやまなかった）
　この“実不住”は可能補語ではないという見方もできる。“V不住”の形は注意が必要である。
［61］林沖撞的起来被枷磯了曲身不得
　（林沖は起きようとあがいたが，枷にじゃまされて体が曲げられない）
　肯定形が平叙文に用いられており，複合方向補語“起来”がCになっている。文の意味から考え
　ると可能の意味合いは薄く，この“撞的起来”を可能補語とみなさないこともできよう。“曲身不
　得”のほうは不可能を表している。
［62］……急縮得起時泡得脚面紅腫了
　（…あわてて足を引っ込めた時には，足は赤く腫れあがっていた）
　肯定形が平叙文に用いられている。この“縮得起”は副詞“急”の修飾を受けているところから見
　て意味的には動詞性が強い。
［63コ林沖起来量了喫不得又走不動
　（林沖は起きたがめまいがして飯も食べられず動くこともできなかった）
　この“喫不得”は“走不動”と並列されていることから見てまちがいなく不可能の意味である。
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［64］騨覇道我也走不得了
　（醇覇は言った。わしも歩けなくなった）
　この“走不得”は不可能の意味である。この用例の少し前に“走不動”の例があるが，同じような
　意味で“走不得”と言っているところが興味深い。
［65］我椚放心不下以此睡不穏
　（わしらも安心できず，それでおちおち眠ることもできない）
　この“睡不穏”を可能補語とみなせば，『水濤』中では数少ない用例となる。意味的には可能のニ
　ュアンスが色濃い。
［66］説甚麿閑話救像不得
　（つべこべ言ったって，おまえさんを助けることはできない）
　目的語の人称代詞“伽”が“VO不得”の0の位置にある。
［67］以此洒家疑心放伽不下
　（それでわしは心配になっていよいよあんたをほってはおけなくなった）
　目的語の“像”が“VO不C”の0の位置にある。
［68］都吐出舌頭来半胸縮不入去
　（董超も醇覇も舌を吐き出したまましばらく引っ込めることもできなかった）
　複合方向補語“入去”がCになっている数少ない用例である。
［69］説不定敢伯投東荘去歓也不見得許像不得
　（たぶんひょっとして東の屋敷にお泊りになるかも知れんし，なんとも言えないね）
　“説不定”は現代語に通じる用法で，慣用句化していると言える。
［70］洪教頭看了恨不的一口水呑了他
　（洪教頭はそれを見て彼をひと呑みにしてくれんと気負い立った）
　この“恨不的”は現代語に通じる慣用句化された用法である。趙傑北京大学東方学系教授はこのよ
　うな“不的”は満州語の影響を受けたものという見解を持っておられるが，『水濤』の用例につい
　て言えば疑問の余地が大きい。
［71］打不死拷不殺的頑囚……
　（打っても死なず殴っても死なないというしぶといやつだが…）
　修辞的要因によるものであろうが，“殺”がCになっている数少ない用例である。
［72］……都被林沖罪住了推也推不開
　（…が，林沖に押さえられていて押せども開かなかった）
　“開”がCに用いられていて，なお「開く」という実義が生きている。
［73コ……浪浪臆臆捉脚不住
　（…よろよろふらふらして足元がおぼつかない）
　“住”の「安定する・固定する」という結果補語の意味が生きて可能補語になっている例と考えら
　れる。
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［74］……随着那山澗邊倒了那里捧得起来
　（…谷川の縁に倒れてしまい，もがけども起き上がることができなかった）
　肯定形が反語に用いられている。また複合方向補語“起来”がCになっている。
［75］凡酔人一倒便起不得
　（およそ酔っ払いというものはひとたび倒れてしまうと起き上がれないものなのだ）
　この“V不得”は不可能を表している。
［76］衆荘客一齊上林沖被打ホ札不得……
　（百姓たちはいっせいに打ちかかって来て，林沖は打たれて手も足も出ず…）
　この“V不得”は不可能を表している。
［77］柴進又笑道只態地相托得過・…
　（柴進は笑って言った。それほど信用していただけるなら…）
　肯定形が仮定句に用いられている。
［78］若要去時須用船去方縷渡得到那里
　肯定形が平叙文に用いられ，副詞“方縷”に修飾されている。詳細に見ると『水濤』では肯定形が
　副詞“方縷”に修飾されている場合が少なくない。またこの用例はCが“到”であるが，現代語
　とは異なり“到”がCの例は『水潜』では多くない。
［79コ伽瞼上文着金印如何頼得過
　（顔に金印があってはしらばっくれようがない）
　肯定形が反語で用いられている。
［80］忘了日前之恩如今也顧他不得
　（昔の恩を忘れたことになるが，今はやつのことをかまってはいられない）
　目的語の人称代詞“他”が“VO不得”の0の位置にあり，この“V不得”は不可能を表してい
　る。
［81］我今日若還取不得投名状時……
　（今日もし投名状を手に入れることができなければ…）
　この“V不得”は不可能を表している。
［82］因這高大尉那厩安不得好人…一一
　（この高大尉のやつが立派な人物はおいておくことができないので…）
　この例で目的語“好人”がこの位置にあるのは一般目的語だからであろう。またこの“V不得”
　は不可能を表している。
［83］……許多時捉掌不着
　（…長い間つかまらずにいた）
　これまで見て来たようにr水浄』ではCに“着”が用いられている例が少なくない。r水潜』には
　南方中国語の語法・語彙が多く見られるが，このこととの関わりについてはいっそうの考察が必要
　であろう。
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［84］連爲幾頭官司開封府也治他不下
　（何度もお上のごやっかいになり，開封府でも彼を治めることができなかった）
　目的語の人称代詞“他”が“VO不C”の0の位置にある。
［85］像若刹得開時我還伽三千貫
　（もし斬ることができたら3000貫やるぜ）
　肯定形が仮定句に用いられている。Cの“開”は現代語の結果補語の“開”に通じる意味合いを表
　している。
［86コ周謹見一箭射不着却早慌了……
　（周謹は一の矢が当たらなかったのを見て早くも動揺し，…）
　“着”がCに用いられている。
［87コ小可本也認他不得……
　（拙者ももともと見分けがつかなかったのですが…）
　目的語の人称代詞“他”の位置に注意。この“V不得”は不可能を表している。
［88コ衆土兵見雷横嘉劉唐不得却待都要一齊上併他
　（土兵たちは雷横が劉唐に勝てないのを見て，いっせいに打ちかかって行こうとした）
　人名の“劉唐”が目的語で“VO不得”の0の位置にある。この“V不得”は不可能を表してい
　る。
［89］這呉用横身在裏面勧那里勧得住
　（この呉用が中に割って入ってなだめたが，どうにもなだめきれなかった）
　肯定形が反語で用いられている。
［90］人多倣不得人少又倣不得
　（人が多くてもうまくいかないし，少なくてもだめです）
　これらの“V不得”はともに不可能を表している。
［91］宅上空有許多荘客一箇也用不得
　（お宅にごろごろしている作男たちは一人も役に立ちません）
　この“V不得”は不可能を表している。
［92］院家三兄弟譲呉用吃了幾塊便吃不得了
　（玩家三兄弟に勧められて呉用は数切れ食べたが，すぐ腹いっぱいになった）
　この“V不得”は不可能を表している。
［93コ我這石砥湖中狭小存不得這等大魚
　（この石硯湖は小さくてそんなに大きい魚はいませんよ）
　この“V不得”は不可能を表している。
［94コ老都管道……這両日也看他不得
　（老都管は言った。…ここ2，3日はたしかに目に余るのう）
　目的語の人称代詞“他”の位置に注意。この“V不得”は不可能を表している。
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［95］那漢道饒不的倣定的債銭
　（その男は言った。まけることはできない，掛け値なしだ）
　この“V不的”は不可能を表している。
［96］……只是起不来孚不動説不的
　（…しかし起きることもできず，抗うこともできず，口もきけなくなった）
　三つのCの“来”，“動”，“的”の使い分けが絶妙な用例である。
［97］不如日後他肇得着時却再理會
　（後日やつらをつかまえることができてから考え直すにしくはない）
　肯定形が平叙文に用いられている。Cは“着”である。
［98］……只是眼降降地看着楊志没箇揮孔得起
　（…しかしきょろきょろと楊志を見るだけで，もがいて起き上がれる者はいなかった）
　肯定形が平叙文に用いられている。
［99コ楊志道若不得些酒吃急地打熱得過
　（楊志は言った。酒でも飲まないことにはどうにもやりきれん）
　肯定形が反語で用いられている。
［100コ王倫那厩心地垣窄安不得人
　（王倫のやつは心が狭くて人を置いておけない）
　目的語の“人”が“V不得”の後に位置している。“人”が一般目的語であるためであろう。目的
　語の位置に関して以下の三つの用例のコメントも参照。
［101］俺却剛剛地只敵的他住
　（このわしでさえやっと受け止められたというところだ）
　肯定形が平叙文に用いられている。目的語の人称代詞“他”の位置は肯定形であることに起因する。
［102］那和尚直送到槍州知因此害他不得
　（あの和尚がずっと槍州までついて行ったので，それでやつを殺すことができなかった）
　否定形の目的語の位置に注意。この“V不得”は不可能を表す。
［103］郡龍那厩和俺斯併又敵洒家不過
　（鄙龍のやつはわしと闘ったがわしには歯が立たなかった）
　目的語“洒家”がVO不Cの0の位置にあるのは，“洒家”が人称代詞の一つだからであると考え
　られる。目的語の位置については［100］［101］［102］［103コがそれぞれ特徴的である。
［104］小嘆曜在関上看時榔得這箇和尚来……
　（手下の者は関門の上から見ると和尚が縛られて来たので…）
　下の［107］のコメントを参照。
［105］小頭目上関来間道……那里捉得這箇和尚来
　（小頭目が関門の上に現れて言った。…どこでこの和尚を捕えて来たのか）
　下の［107］のコメントを参照。
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［106］両箇小頭目……説翠的那辟和尚来
　（二人の小頭目は…言った。あのでぶ和尚が捕まえられて来ました）
　下の［107コのコメソトを参照。
［107］小嘆曜看見縛的魯智深来都指手罵道
　（手下の者どもは魯智深が縛られてやって来たのを見てみな指さして罵った）
　以上の四つの用例はすべて形の上では“V得／的0来”になっているが，意味の上から見ると可能
補語とはみなしがたい。一種の連動文かと考えられるが，この形式の例に関してはさらに分析を必
　要とする。
［108コ自離此間五七日後行得到黄泥岡……
　（当地を出発して5，6日後には黄泥岡に行き着きましたが…）
　r水濤』には“行不到三五歩…”，“行不過一個山喀……”，“走不得十里之路……”のような表現が
　随所に見られ，これらをどう解釈するかが問題になる。これらの表現の圧倒的多くは否定形で，こ
　の用例のように肯定形が用いられているのは非常に少なく，またこの例は意味の上では可能表現の
　一種であると考えられる。さらに“到”がCになっており，次例もそうだが「到る」の実義が生
　きている。
［109］先把弥這厩迭配遠悪軍州鷹飛不到去塵
　（まずきさまを雁も飛ばぬ辺境の地へ流罪にしてやる）
　“到”がCになっており，この“到”は「到る」の実義が生きている。
［110コ……自去山塞裏快活如何摯的着
　（…山の砦にひきあげて楽しくやっているのに捕えることなどできない）
　肯定形が反語で用いられ，“着”がCになっている。
［111］他悶了幾時了弥却怪他不的
　（あの人はずいぶんふさぎこんだままだから悪く思わないでね）
　目的語の人称代詞“他”の位置に注意。
［112］弥這厩如何頼得過
　（きさまは言い逃れなどできんぞ）
　肯定形が反語で用いられている。
［113］宋江道……只可差人就夜去捉掌得晃保正来那六人便有下落
　（宋江は言った。…夜になって人をさしむけ，晃保正を取り押さえて来ることができれば，後の6
　人はすぐかたがつきます。）
　“捉掌得晃保正来”という肯定形が仮定句に用いられている。［104］～［107］の例では“V得0来”
　をすべて可能補語とみなさなかったが，この例は訳文からもわかるように，可能の意味合いがある
　と理解してもおかしくない。いちがいに形からだけで見るわけにはいかない。
［114］回来説到那里E得上這彩賊端的了不得
　（戻って来て言うには，とても追いつけません，まったくすごいやつらです）
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　“遅得上”は肯定形が反語に用いられている。“了不得”は現代語にも通じる慣用句化された用法で
　ある。
［115］那荘客初時抵頼吃打不過只得招道
　（その作男ははじめしらを切ったが，打たれて耐えられずついに白状した）
　可能補語“打不過”の前に受身を表す“吃”がある。r水潜』にはこのような受身を表す“被”，“吃”
　の後に可能補語がある例がいくつか見られるが，この例はその一つである。
［116］何涛心内疑惑却商議不定
　（何涛は心の中でおかしいと思ったが，どうしてよいやら見当もつかない）
　“定”がCの位置にあり，意味から考えて可能補語とみなすことができる。
［117］那里人道只在前面望得見便是
　（その人は言った。前に見えるのがそうです）
　肯定形が平叙文に用いられている。Cの“見”は現代語の結果補語“見”の用浩と共通する。
［118コ……正被這大風刮得侮撞硫捉摸不住
　（…は強風にあおられ，互いにぶつかりあってとらえようがなかった）
　この“V不住”は可能補語であると解釈される。
［119コ遅不過三二里水港・…
　（2，3里ほども追いかけていかないうちに…）
　次の［121］のコメントを参照。
［120コ三四里水面…
　（3，4里ほども追いかけていかないうちに…）
　これら二つの“遅不過”は［108］でふれた“行不過……”と同類のものと思われる。形の上では可
　能補語とみなすことができるが，意味の上では可能の意味合いは薄い。『水潜』全体ではこのよう
　な“遅不過”は多くない。
［121］我衆人逃得出来到旱路邊看時……
　（一同ほうほうのていで逃げ出して来て陸へ上がって見ると…）
　肯定形が平叙文に用いられており，Cは複合方向補語の“出来”である。意味の上でも可能補語の
　一種とみなすべきであろう。
［122］那衆船縷擾得韓頭……
　（多くの船はようやく向きを変えることができて…）
　この“擾得韓”を可能補語と考えれば“韓”がCになっている少ない例であり，また肯定形が“綾”
　の修飾を受けている。
［123コ韓不過両個湾只聴得背後有人叫一聲
　（街角を2，3つ曲がらないうちに背後から声が聞こえた）
　この“韓不過”も［109］でふれた“行不過……”や［119］［120］の“E不過”と同類のものと思わ
　れる。
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2．結言
　紙幅の制約上，小稿で取り上げた可能補語および関連する用例はr水潜』中の用例全体の一部にす
ぎない。しかし，以上の分量だけでも用例分析によって可能補語に関するいくつかの特徴的事実が浮
かび上がって来ている。それらを以下にまとめてみよう。
　（1）肯定形はやはり相対的に使用頻度は多くない。しかし現代語に関する統計値ほどには少なくな
い。また反語に用いられる場合が多いが，仮定句にも用いられる。平叙文の場合は“方縷”，“縷”な
どの副詞に修飾されることが多い。
　（2）“V不得”は現代語と異なり，禁止を表すものは相対的に少なく，不可能を表すものが多いよ
うである。r水濤』では，現代語によく見られる“V不了”がほとんど見られないが，“V不得”と
“V不了”の相補性についてさらに考察する必要がある。
　（3）　目的語の位置の浮遊現象は現代中国語のいくつかの南方方言の特徴と比較することにより，さ
らにその特徴が明らかになるように感じられる。これは今後の課題の一つである。
　（4）単純方向補語，複合方向補語を問わず，方向補語がCになっているものが少ない。この特徴
も現代中国語の南方方言に通じている可能性がある。例えば，飯田（1998）は，広東語における方
向補語がCの位置に来る可能補語について詳細な観察と分析を行っているが，r水潜』中の可能補語
にも類似の現象が見られることは非常に興味深いと言えよう。
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